
 多くの復興計画において、津波被害を軽減する機能を発揮する公園緑地の整備が検討されているが、地方公共団体にとって

参考となる計画・設計等に関する技術的知見が整理されていない。また、地方公共団体が、災害廃棄物の迅速な処理のために、

公園緑地の整備において災害廃棄物の有効活用を行う際の技術的知見の整理が望まれている。そのため、国において、『東日

本大震災からの復興に係る公園緑地整備に関する技術的指針』を策定・公表し、被災した地方公共団体への技術的支援を行う。 

背景・目的 

津波 
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復興段階に合わせた支援 

被災都市の復興計画・ 
事業計画等の検討に活用 

◆ 東日本大震災で見られた公園緑地等の効果 

１．復興まちづくりにおけ
る公園緑地等計画の基
本的考え方 

□津波エネルギーの減衰 □漂流物の捕捉 □高台等の避難地 

既往知見の収集整理、津波シミュレーションや現地調査・試験等の工学的検証、有識者からの聞き取り等を踏まえて、津波
防災等の機能を有する公園緑地の整備及び公園緑地の整備における災害廃棄物の活用に関する技術的指針として整理。 

◆ 技術的指針の構成 

２．公園緑地の計画・設計
等の考え方 

・津波シミュレーションによる樹林地等の津波エネルギー減衰機能について検証。 

・津波エネルギーの減衰効果を発揮する樹林地等や避難路・避難地となる公園緑地の計画・設計
等の技術的指針を整理。 

・東北・北関東地方沿岸部における樹林地の整備のため潮風や海水の冠水に強い樹種を整理。 
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・公園緑地の津波災害に対する機能として、［多重防御の一つとしての機能」、「避難路・避
難地機能」、「復旧・復興支援機能」、「防災教育機能」を位置づけ。 

３．公園緑地の整備にお
ける災害廃棄物の活用
に関する基本的考え方  

◆ 震災によって発生した災害廃棄物 

津波堆積物 

□コンクリートくず、木くず及び津波堆積物 

津波 

・公園緑地の整備において活用する災害廃棄物として、発生量が比較的多く汎用性のあるコンク
リートくず、木くず、津波堆積物について、それぞれの活用の考え方と留意事項を整理。 

海岸林が無い場所は家屋が
多く流出 自動車等の漂流を防いだ樹木 避難地となった海岸公園の丘 津波堆積物 木くず コンクリートくず 

『東日本大震災からの復興に係る公園緑地の整備に関する技術的指針』について 


